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要 　　　約
本研究は，シーティングの普及を進めていくことを念頭に，理学療法士のシーティングへの取り組
みについての現状（意識・行動）を検討し，それらに影響を与えている要因を明らかにすることを目
的とした．
対象は，全国老人保健施設協会会員名簿から無作為抽出した
ケ所の老人保健施設に勤務する

名である．方法は，郵送による質問紙調査法をとった．調査内容は，対象者の基本属性と職場
環境・教育環境・シーティング推進に関する事項等の項目であった．
分析方法は，「年齢，経験年数，性別」等の個人属性，「役職の有無，入所定員数」等の職場環境，
「養成校でのモジュラー型車いす・標準型車いすの実習経験の有無」・「養成校内でのモジュラー型車い
すを用いた実習教育の重要性についての認識」等の教育環境を説明変数とした．目的変数は，「施設備
品選定についての関与の有無」等のシーティングに関わる 
つの行動項目と「施設備品としてモジュ
ラー型車いすを用意すること」等のシーティングに関わる 
つの意識項目とした．
養成校でのモジュラー型車いすの実習を経験していた者は
	と極めて低かった．また，「養成校
内でのモジュラー型車いすを用いた実習教育の重要性についての認識」と「施設備品としてモジュ
ラー型車いすを用意しておくこと」の間に有意な正の相関が認められた．
シーティングの普及を推進していくには，養成校でのモジュール型車いすによる実習教育を充実さ
せていく必要性が示唆された．
は じ め に
シーティングとは，座位姿勢を維持することが困
難な障害者に対して，調節可能なパーツを用いて外
的に支持を加え安定した座位姿勢を導くための方法
である．近年，高齢社会の進行や介護保険法の施行
を背景として，高齢者の寝たきり防止や身体拘束廃
止の観点からシーティングの重要性は増している．
シーティングについては，従来，福祉機器の開発
を中心とした工学的側面からの報告  が多く蓄積
されているが，近年，実験モデルによるずれ力推定
に関する研究やクッションの評価方法の検討 ，
などの臨床と工学的側面の学際的要素を含んだ研究
も見られるようになってきた．また，高齢者施設の
備品車いすの調査 や車いすの利用状況に関する
研究など実態調査も実施されている．一方，高齢
者生活施設では，ずり落ち防止のために抑制帯やベ
ルト等の何らかの身体拘束が行われている現状も多
く見られており，重度高齢障害者のシーティング
に関わるニーズは十分に充足されていない現状にあ
る．シーティングの基本となるモジュラー型車いす
やクッションの利用者のニーズに応じた供給という
観点からは，補装具の供給システムの問題を取り上
げた報告	  
等も見受けられるが，シーティングの
実践活動に関係している専門職に焦点をあて，実態
を調査した研究は見当たらない．
シーティングは，チームで行うものであり  ，理
学療法士（以下，）や，作業療法士，介護職，看
護師，介護支援専門員などの中間ユーザーの連携と
役割分担が重要となる．中間ユーザーは，対象者の
生活環境・身体機能を評価し，車いすやクッション
の構造・機能を把握した上で選定や適合評価，用具
使用方法の指導等の支援を行う専門家としてシー
ティングの実践活動では必要不可欠なものである．
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さらに吉川 は，中間ユーザーの中でも身体機能
の専門家である の積極的介入の必要性を述べて
いる．しかしその一方で，リハビリテーション専門
家の福祉用具への関心の低さ  や，セラピストの
シーティングへの関わりが少ないことについての指
摘 にもみられるように，のシーティングへの
関心はあまり高いとは言えず，関与している も
まだまだ少ない現状と思われる．
したがって，中間ユーザーである のシーティ
ング実践活動の現状を確認し，意識と行動に影響を
与えている要因を把握することは，の積極的な
介入，より効果的なシーティングの展開に繋がるも
のとして意義があると考える．そこで本研究では，
のシーティングに関わる取り組みの実態を明ら
かにし，基本属性や職場環境，教育環境との関連性
を検討した．
対 象
調査対象は，全国老人保健施設協会会員名簿（平
成年度版）に掲載された全介護老人保健施設のう
ちから無作為抽出（等間隔抽出法）した
ケ所の介
護老人保健施設に勤務する 
名である．なお，
が複数名在籍している場合は，最も責任ある立
場の者に回答を依頼する旨を文書にて通知した．
方 法
調査は，年 	月 日  	月	日の期間に郵送に
よる質問紙調査法で実施した．質問紙は無記名とし，
研究目的以外で回答を利用しない旨を文書にて通知
した．調査項目は，全部で項目であった．調査内
容は，対象者の「性別」，「年齢」に加えて「とし
ての経験年数」を基本属性とした．次に，職場環境
として「役職（ありもしくは なしの 件法）」，
「理学療法士数」，「入所定員数」の回答を求めた．な
お，分析では，入所定員数を理学療法士数で除した
値を「 人あたりの入所定員数」として用いた．
さらに，教育経験として 養成施設教育課程で
のシーティングに関連した実習の経験を調べるため
に「養成施設在学中のモジュラー型車いすを用
いた実習経験（ありもしくは なしの 件法）」，
「養成施設在学中の標準型車いすを用いた実習経
験（ありもしくは なしの 件法）」の 項目を
設定した．また，シーティングに関連した 養成
施設教育課程での学習の意識について「養成施
設教育課程でモジュラー型車いすを用いた実習を経
験すること（重要でないから 重要であるの 
件法）」，「養成施設教育課程で標準型車いすを用
いた実習を経験すること（重要でないから 重要
であるの 件法）」の 項目から回答を求めた．
次に，シーティングに関わる取り組みについて，
意識的な側面と実際の行動面から つの質問項目を
設定した．まず，意識面として「理学療法の個別訓
練時間の中で理学療法士がシーティングに関わるこ
と（重要でないから 重要であるの 件法）」，
「車いす利用者個々の身体状況，生活環境に合わせた
車いすの提供（重要でないから 重要であるの
件法）」，「施設備品としてモジュラー型車いすを用
意しておくこと（重要でないから 重要である
の 件法）」の 
項目について調査した．さらに，行
動面として「施設備品車いす購入時の他職員からの
機種選定についての相談（ありもしくは なし
の 件法）」，「施設備品車いす保守管理業務への関
与（ありもしくは なしの 件法）」，「車いす
利用者に対するモジュラー型車いすの適合支援経験
（ありもしくは なしの 件法）」の 
項目から
回答を求めた．
統計処理は，実数データと順序カテゴリーデータは
の順位相関を用いて項目間の関連の強さを
求めた．実数データ同士は対応のない 検定を用い
て 群間を比較した．また，カテゴリーデータ同士
は 検定を用いて項目間で互いに関連性があるのか
を検討した．なお，期待度数が 未満のセルがある
場合は  の直接確率検定で判定した．以上の
解析は   ! "#$を用いて処理した．
結 果
調査は施設名から回収された．この中で回
答に欠損のない対象者
名を分析対象とした．調
査回収率はであった．対象者の基本属性と職
場環境，教育経験・意識，シーティングに関わる取
り組み（意識・行動）の回答傾向は表 に示した．
 ．各質問項目の回答傾向について
職場環境としては，「役職」がある者が
とな
い者よりも多い傾向が示された．また，「数」は
平均人，「 人あたりの入所定員数」は


人であった．
教育経験についてみると，「養成施設在学中の
標準型車いすを用いた実習経験」がある者に
比べて，「モジュラー型車いすを用いた実習経験」が
ある者は，
	と極めて低い傾向が見られた．学
習意識では，「養成施設教育課程でモジュラー型
車いすを用いた実習を経験すること」は	（重
要である：	・やや重要
），「標準型車い
すを用いた実習を経験すること」は	
（重要で
ある：	・やや重要）が重要としており，
両項目ともに 重要であると考えている者の割合
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表   質問項目と回答傾向
が高い傾向を示した．
シーティングに関わる取り組みの意識的な側面に
ついては，「理学療法の個別訓練時間の中で理学療法
士がシーティングに関わること」は（重要であ
る：・やや重要：），「車いす利用者個々
の身体状況，生活環境に合わせた車いすの提供」は
（重要である：・やや重要：），「施
設備品としてモジュラー型車いすを用意しておくこ
と」は	
（重要である・やや重要）
が重要としており，
項目ともに 重要であると
考えている者の割合が高い傾向を示した．
シーティングに関わる取り組みについての行動
面では，「施設備品車いす購入時に他職員から機種
選定についての相談」が ある者が	，「施設
備品車いす保守管理業務」に 関与している者は
と，項目ともに 割以上の者が実際にシー
ティングに関連した行動をとっている状況が示され
た．しかし，「車いす利用者に対するモジュラー型車
いすの適合支援経験」が ある者はであり，
他の 項目に比べて低い結果が見られた．
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．シーティングに関わる取り組み（意識面）関連
要因の結果
シーティングに関わる取り組みの意識的な側面 

項目に基本属性，職場環境，教育経験・意識の各項
目ごとに相違があるかを調べた．「性別」，「役職」，
「養成施設在学中のモジュラー型車いすを用い
た実習経験」，「養成施設在学中の標準型車いす
を用いた実習経験」等のカテゴリーデータとの関連
は認められなかった．次に，「年齢」，「としての
経験年数」，「 人あたりの入所定員数」，「養
成施設教育課程でモジュラー型車いすを用いた実習
を経験すること」，「養成施設教育課程で標準型
車いすを用いた実習を経験すること」等の実数デー
タと順序カテゴリーデータとの関連を の
順位相関係数でみた．その結果，表 に示すように
「養成施設教育課程でモジュラー型車いすを用い
た実習を経験すること」と，「施設備品としてモジュ
ラー型車いすを用意しておくこと」の間に有意な正
の相関関係が認められた（%
，）．
．シーティングに関わる取り組み（行動面）関連
要因の結果
シーティングに関わる取り組みの行動面 
項目に
基本属性，職場環境，教育経験・学習意識の各項目ご
とに相違があるかを調べた．「性別」，「役職」，「
養成施設在学中のモジュラー型車いすを用いた実習
経験」，「養成施設在学中の標準型車いすを用い
た実習経験」等のカテゴリーデータ同士の関連につ
いて  検定， の直接確率検定を行った．そ
の結果，「役職」と「施設備品車いす購入時の他職
員からの機種選定についての相談」，「養成施設
在学中の標準型車いすを用いた実習経験」と「車い
す利用者に対するモジュラー型車いすの適合支援経
験」との間に有意な関連が認められた．「施設備品
車いす購入時の他職員からの機種選定についての相
談」は，「役職」が ない群のに対して あ
る群は	と高かった．また，「養成施設在
学中の標準型車いすを用いた実習経験」と「車いす
利用者に対するモジュラー型車いすの適合支援経験」
は，「養成施設在学中の標準型車いすを用いた実
習経験」の ない群の
に対して ある群は

と高かった（表 
）．
次に，「年齢」，「としての経験年数」，「 人
あたりの入所定員数」等の実数データ同士について，
ある群とない群とで比較を行った．その結果，
「施設備品車いす保守管理業務への関与」がない
群の「年齢」が
歳に対して ある 群は

	，「としての経験年数」は

年に
対して	年であり，両項目ともに ある群
が有意に高い値を示した．「としての経験年数」
は，「施設備品車いす購入時の他職員からの機種選
定についての相談」とも有意差を認め，ない群が
		年に対して ある群は	年と高い値
表  シーティングに関わる取り組みの意識面の関連要因
表  シーティングに関わる取り組みの行動面の関連要因
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を示した（表 ）．しかし，「養成施設教育課程で
モジュラー型車いすを用いた実習を経験すること」，
「養成施設教育課程で標準型車いすを用いた実習
を経験すること」等の順序カテゴリーデータとの関
連は認められなかった．
「性別」，「 人あたりの入所定員数」，「養
成施設在学中のモジュラー型車いすを用いた実習経
験」等は，シーティングに関わる取り組みの意識的
な側面と行動面の全ての質問項目との間に関連性を
認めなかった（表 
，）．
考 察
本研究は，介護老人保健施設に勤務する を対
象としてシーティングの取り組みへの現状を明らか
にし，基本属性や職場環境，教育環境との関連性を
検討することを目的とした．これら一連の調査結果
を整理すると以下のことが指摘できる．
 ．回答傾向について
「養成施設在学中のモジュラー型車いすを用
いた実習経験」がある者は全体の
	という極めて
低い結果であり，理学療法士養成施設のシーティン
グに関する教育現状の乏しさが示唆された．理学療
法士作業療法士養成施設指導要領の教育上必要な機
械器具に示されている車いすの種類でも，標準型車
いすと車椅子（手押し型，リクライニング型，スポー
ツ型，バギー型，その他各種調整付等），とされてお
り詳細な規定はみられない．しかし，「養成施設
教育課程でモジュラー型車いすを用いた実習を経験
すること」については，約	の者が重要性を指摘
しており，臨床現場と教育現場での温度差の存在が
伺える．
また，シーティングに関わる取り組みについての
意識面の回答傾向からは，シーティングの重要性を
	割以上の者が理解していることが確認できたが，
行動面の回答傾向の「車いす利用者に対するモジュ
ラー型車いすの適合支援経験」はと他の項目
と比較して低い傾向が見られた．これは，介護保険
法による制約から介護老人保健施設内では，施設の
備品車いすを使用しなければならないことにより，
実際にモジュラー型車いすがある施設に回答が限ら
れてくることも影響しているのかもしれない．
．シーティングに関わる取り組み（意識面）関連
要因の結果について
「養成施設教育課程でモジュラー型車いすを
用いた実習を経験すること」と，「施設備品としてモ
ジュラー型車いすを用意しておくこと」の間にのみ
有意な正の相関関係が認められた．備品車いすの多
くが標準型車いすである状況 でも，施設備品と
してモジュラー型車いすの必要性を感じているとい
うことは，シーティングについての関心が高いと思
われる．つまりこの結果からは，養成施設教育
課程でモジュラー型車いすを用いた実習を行うこと
は，シーティングへの関心が高い人材を育てること
につながると考えられた．
．シーティングに関わる取り組み（行動面）関連
要因の結果について
シーティングに関わる取り組みの行動面には「年
齢」，「としての経験年数」や「役職」等の裁量
権 に関連する変数の関与が示唆された．意識的
な側面と異なり，実際の行動については，備品車い
すの選定・購入等，直接的に施設の運営に関わって
くることも多い．「年齢」，「としての経験年数」
が高く，「役職」がある，つまり仕事に対する裁量権
が高いことがシーティングの実践活動の展開には重
要だと考えられた．
また，「車いす利用者に対するモジュラー型車い
すの適合支援経験」には「養成施設在学中の標
準型車いすを用いた実習経験」との関連が認められ
た．行動面からも 養成施設教育課程でシーティ
ングに関する実習を行う必要性が示唆されたと考え
られる．
．まとめ
本研究より，養成施設と臨床現場のシーティ
ングに対する認識の解離，養成施設でのシーティ
ングに関する教育の充実の必要性，シーティングの
実践活動に影響を与える裁量権の存在，等が明らか
となった．
近年，数は急激に増加しており，有資格者数は
年で&		人，入学者定員は&人である．
このような急激な増加により平均年齢は
歳と大変
表  基本属性とシーティングに関わる取り組みの行動の有無との関連
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若く， 
歳代が	を占める状況にある．同様
に経験年数についても年未満が約となってお
り，大変若い集団で構成されている専門職となって
いる．の職制上については，が一般職員で
あり，役職者の割合が低い状況も見られる ．
このような 協会全体を取り巻く状況を背景と
して考えると，シーティングの実践活動をより発展
させていくための変数として挙げられた「年齢」，
「としての経験年数」，「役職」等の裁量権に関わ
る要因に対しての早急な具体的対応は難しいと考え
られる．
シーティングに関わる取り組みの意識面からは，
平均がシーティングを重要視している状況が
みられた．そして，意識面では「養成施設教育課
程でモジュラー型車いすを用いた実習を経験するこ
と」，行動面では「養成施設在学中の標準型車い
すを用いた実習経験」が有意に関連し，双方ともに
	割以上の者がその必要性を認識している一方で，
養成施設のシーティングに関わる教育の乏しさ
が明らかとなった．これは，・'の養成教育課
程の中で，身体機能と座位姿勢の関係やそれに与え
る椅子，車いすなどについては，義肢・装具の教育
内容や時間数に比べると，極めて貧弱である，とい
う吉川 の意見とも一致する．つまり，中間ユー
ザーとしての の積極的な介入によってシーティ
ングをより効果的に展開していくための一つの方策
として，このような 養成施設の現状を改善して
いく必要性があると言えるだろう．
日下 	が，カリキュラムの主体が生物医学に主体
が置かれたものであった傾向も否定できないとして
いるように，養成施設では医療機関での医学モ
デルに基づいた教育に偏重している状況が存在して
いると考えられる．しかし，医学モデルを軸にシー
ティングを位置づけていくことに対しては，すでに
限界と問題点が指摘されている
．また，今後は
医療機関に限局しないリハビリテーション提供体制
が促進されていく と言われている．シーティン
グという一領域の本研究の結果からもみられたよう
に，養成施設の教育システムも社会構造の変化
に，より柔軟に対応していくことが求められている
と考える．
．今後の課題
今回の研究の結果から，シーティングをより効果
的に推進するために中間ユーザーである の積極
的な介入を促していくには，裁量権に関わる要因や
養成施設教育課程でのシーティングに関わる教
育が必要なことが実証された．この点には意義が
あったと思われるが，以下の点で結果の一般化には
慎重になる必要があるだろう．
まず，本研究の調査対象 の所属している施設
を介護老人保健施設に限定したことにより，施設の
持つ機能や制限，入所者の状況等に影響を受けてし
まうことが挙げられる．また，回答者を介護老人保
健施設の最も責任ある立場の に依頼しているこ
とから，複数の がいる場合，回答者以外の 
のシーティングへの取り組みが把握できないこと
も考えられる．さらに，調査項目を設定する上で，
シーティングに関わる取り組みの内容を車いすに限
定し概念の操作化を行った点も挙げられる．今後は，
シーティングを構成している概念の妥当性の検討
を行った上で，対象者の施設属性に配慮した調査が
必要だと考えている．また，養成施設でのシー
ティングに関わる教育状況の，より詳細な実証研究
も検討すべきであろう．
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